
箕面市×メルカリ×日本財団 共同
「捨てるをへらす」取り組みをスタート！

～『メルカリエコボックス』を活用して一層のリユースを推進～

令和 5年（2023 年）11 月 16 日（木）

『メルカリエコボックス』は、不要になったものでも、捨てるにはもったいないも

のを一時的に保管しておく箱で、捨てるためのゴミ箱でもなく、保管しておくための

タンスでもない、「リユース」するための箱です。他自治体で行われたエコボックス

の実証実験では、配布した家庭の 74％が不要品を入れ、うち 55％がリユースをした

という結果が出ています。

本市は、年末にかけて不要品を処分するニーズが高まる時期に、市民等に『メルカ

リエコボックス』を市内公共施設 6カ所やイベント等で無償配布し、「捨てるをへら

す」取り組みを実施します。

報道資料

箕面市は、株式会社メルカリ（以下「メルカリ」という。）、公益財団法人日本財

団（以下「日本財団」という。）と共同で、家の中に眠っている「もう使わなくなっ

たけれど捨てられないもの」を「見える化」する、『メルカリエコボックス』を活用

した「捨てるをへらす」取り組みを実施します。

本取り組みは、海ごみ問題の啓発に取り組む日本財団が『メルカリエコボックス』

を作成し、全国 23 自治体に無償提供し、15,300 個の配布が実施されます。

本市は資源リサイクルの重要性に再注目し、メルカリと締結している包括連携協

定に基づき、「子育て用品のリサイクル品の市内利用促進」を推進するため、市内公

共施設 6カ所やイベント等で 500 セットのエコボックスを配布します。

本取り組みにより、不要になったものについて「捨てる」以外の選択肢を提案す

ることで、市民にサステナブルな行動が定着することをめざします。

１．『メルカリエコボックス』を活用した「捨てるをへらす」取り組みについて



本市は、メルカリと締結している包括連携協定に

基づき、連携事項である「子育て用品のリサイクル

品の市内利用促進」に向けた取り組みの一環として、

令和 5年 12 月 1 日（金）より、市内の子育て支援セ

ンター（おひさまルーム）他、次の公共施設で市民

等に無償配布します。

◆配布場所

・おひさまルームかやの（萱野 1-19-4 らいとぴあ 21 2 階）

・おひさまルームみのお（箕面 6-3-1 箕面文化･交流センター3階）

・箕面市役所 子ども総合窓口

・ 〃 豊川支所

・ 〃 止々呂美支所

・箕面市役所 地域創造部箕面営業室窓口

・その他、市内でのイベントなどで配布

◆配布期間：令和 5年 12 月 1 日（金）から在庫がなくなり次第終了

◆配 布 物：次の 2種を 1セットとして、500 セット配布

・『メルカリエコボックス』（写真右）

（400mm×290mm×288mm）：1個

・オリジナル梱包資材（写真左）

（310mm×226mm× 30mm）：3個

本市は、平成 31 年 4 月 26 日に、近畿地区で初めて株式会社メルカリ及び株式会社

メルペイと包括連携協定を締結し、下記の連携事項について公民連携での取り組みを

推進しています。

（１）キャッシュレス化の推進に関わること

（２）行政サービスの効率化に関わること

（３）障害者が作製する商品等の販路拡大に関わること

（４）子育て用品のリサイクル品の市内利用促進に関わること

（５）メルカリを活用した教育プログラムの開発と実践

これまでに、メルカリは市内障害者事業所向けに、「メルカリ Shops」出店セミナー

を開催し、市内障害者事業所の販路拡大に貢献しています。

問い合わせ先

地域創造部 箕面営業室

TEL 072-724-6727（直通）

３．本市とメルカリとの包括連携協定について

２．『メルカリエコボックス』の配布数、配布場所等について

（おひさまルームかやの）


